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芸
術
の
秋
　
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露

　
平
成
２８
年
度
八
幡
平
市
芸
術
祭

作
品
展
示
部
門

舞
台
発
表

３
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参
加
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

副部長の遠藤愛良さん（２年）【左】と部長の滝川
望さん（２年）

副会長の三浦松男さん＝石名坂＝（左)と会長の
八幡兼矢さん＝新興矢神＝

会長 平野康彦さん
＝間羽松＝

展示作品に足を止め、その作品に見入る来場者

１_ 発表で一人３役をこなした畠山亜
あ ぎ と

岐都君
（ 田頭小６年）田頭田植踊。２_ 開幕式特別出
演で南部俵づみ歌などを披露した西根民謡好
成会。３_ ジャズに挑戦し観客を魅了した平
舘高校吹奏楽部。４_ 東日本大震災岩手オリ
ジナル復興支援曲「ふるさとの風」を特別出
演の柴田泰孝さんと市内コーラス団体が合唱
し、歌声を響かせました。５_ 勇壮な太鼓と
華麗な踊りで会場を沸かせた大更さんさ踊り
サークル。６_ 観客の笑いをとりながら民謡
などを披露した田山会。

　
市
芸
術
祭
が
10
月
２９
日
か
ら
30

日
ま
で
の
２
日
間
に
わ
た
り
、
西

根
地
区
体
育
館
と
市
民
セ
ン
タ
ー

の
２
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
２９
日
に
は
、
西
根
地
区
体
育
館

で
開
幕
式
が
開
か
れ
、
西
根
民
謡

好
成
会
が
特
別
出
演
で
登
場
。
民

謡
を
披
露
し
て
、
開
幕
に
花
を
添

え
ま
し
た
。
西
根
地
区
市
民
セ
ン

タ
ー
で
は
、
音
楽
部
門
の
舞
台
発

表
が
行
わ
れ
、
特
別
出
演
と
し
て

柴
田
泰
孝
さ
ん
が
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

音
楽
な
ど
を
歌
唱
し
、
歌
声
を
響

か
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
の
中

・
高
校
生
吹
奏
楽
部
や
コ
ー
ラ
ス

団
体
な
ど
８
演
目
の
発
表
が
行
わ

れ
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　
30
日
に
は
演
芸
部
門
の
舞
台
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
地
元
の
郷

土
芸
能
や
歌
謡
・
民
謡
な
ど
1７
演

目
の
発
表
が
行
わ
れ
、
勇
壮
な
舞

い
や
華
麗
な
踊
り
を
披
露
し
、
多

く
の
観
客
が
見
入
り
ま
し
た
。

市芸術祭実行委員会
実行委員長　伊藤忠男

　
八
幡
平
市
芸
術
祭
が
保
育
所
・

幼
稚
園
の
園
児
や
小
・
中
・
高
校

生
の
児
童
生
徒
、一
般
市
民
の
参
加

に
よ
り
盛
大
に
開
催
で
き
、大
変
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
の
芸
術
祭
音
楽
部
門
で
は
、

ソ
ロ
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
柴
田
泰
孝

さ
ん
を
招
く
こ
と
が
で
き
、心
に
響

く
す
ば
ら
し
い
歌
声
を
参
加
者
に

聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。作
品
展
示
部
門
で
は
、多
く

の
人
か
ら
作
品
を
展
示
し
て
い
た

だ
き
、た
く
さ
ん
の
人
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。

　
芸
術
文
化
は
、ま
わ
り
の
良
い
刺

激
を
受
け
な
が
ら
活
動
に
励
む
こ

と
が
大
事
で
す
。今
後
も
多
く
の
人

に
来
て
も
ら
え
る
よ
う
、出
演
者
や

制
作
者
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
、盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　
参
加
者
を
よ
り
増
や
し
て

　
芸
術
祭
を
盛
り
上
げ
た
い

　
西
根
地
区
体
育
館
で
は
展
示
部

門
と
し
て
２
日
間
、
絵
画
や
書
道
、

写
真
、
生
け
花
な
ど
の
ほ
か
、
園

児
や
児
童
た
ち
の
工
作
な
ど
の
作

品
を
展
示
。
全
部
で
１
０
３
５
点

の
丹
精
込
め
て
仕
上
げ
ら
れ
た
作

品
を
、
来
場
者
た
ち
は
熱
心
に
見

入
っ
て
ま
し
た
。
ま
た
、
両
会
場

内
に
は
、
気
軽
に
茶
道
を
体
験
で

き
る
お
茶
会
を
設
置
し
、
来
場
者

に
お
茶
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

１

２

４

　

田
頭
間
羽
松
地
区
に
伝
わ
る

「
田
頭
田
植
踊
」。
踊
り
手
の
後
継

者
不
足
で
一
時
期
は
途
絶
え
て
い

た
伝
統
芸
能
で
す
が
、
昭
和
５２
年

11
月
の
田
頭
小
学
校「
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」で
復
活
を
果
た
し
、
今

年
で
3９
年
目
に
な
り
ま
す
。今
回
、

間
羽
松
地
区
の
児
童
９
人
で
踊
り

ま
し
た
が
、
う
ち
4
人
が
来
年
小

学
校
を
卒
業
と
な
り
ま
す
。
入
学

す
る
児
童
も
い
な
い
た
め
、
残
念

で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
踊

る
の
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
は
保
存
会
で
踊
り
を
継

承
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
踊
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
練
習

か
ら
本
番
の
発
表
ま
で
本
当
に
良

く
頑
張
り
ま
し
た
。

　
田
山
会
は
、
会
員
は
２0
人
ほ
ど

お
り
、
普
段
は
田
山
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
、
踊

り
や
民
謡
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
や
隣
の
二
戸
市
の
高
齢
者

施
設
を
慰
問
し
、
練
習
の
成
果
を

披
露
し
て
い
ま
す
。

　
市
芸
術
祭
の
参
加
は
今
回
で
２

回
目
。
歌
謡
や
民
謡
を
披
露
し
つ

つ
、
観
客
を
笑
わ
せ
な
が
ら
楽
し

く
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
芸
術
祭
に
出
演
さ
れ
た
団
体
の
代
表
者
か
ら
、
参
加
し

た
感
想
や
普
段
の
練
習
、
活
動
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

❶
田
頭
田
植
踊
保
存
会

❸
平
舘
高
校
吹
奏
楽
部

　
普
段
の
練
習
は
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
部
員

は
１
・
２
年
生
の
５
人
で
す
。
少

人
数
の
た
め
編
成
が
合
わ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
１
人
が
複
数

の
楽
器
を
こ
な
す
こ
と
で
、
補
い

な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
少
人
数
で
も
か
っ
こ

よ
く
演
奏
を
し
た
い
と
思
い
、
ジ

ャ
ズ
の
曲
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
ア

ン
コ
ー
ル
曲
の「
テ
キ
ー
ラ
」で

は
、お
客
さ
ん
が
声
で
参
加
し
て

く
れ
た
こ
と
に
よ
り
一
体
感
が
生

ま
れ
、
楽
し
く
演
奏
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。　

❷
田
山
会
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